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プラスチックゴミとして廃棄されているポリエチレン製ポットを、生分解性素材のポッ

トに切り替えることで、ゴミの減量化と環境に優しい花壇作りが可能になります。

生分解性ポットの素材と形

ポリブチレンサクシネートという石油から作ら
れる生分解性プラスチックにデンプンを25％加
えてより分解性を高め、花壇苗生産に向くポット

になっています。普通のポリエチレン製ポットと
形状は同じですが、ポットの底面角に４個穴を開

けて根巻き防止と定植後の活着を良くしています。

生分解性ポットの特長

定植まで２か月程度の育苗に適
します。 定植１か月で30～50％
が分解し、発根を妨げず順調な活

着が得られます。また、ポットご
と定植するため、大幅な労力削減

が可能です。後始末も不要です。

生分解性ポットの形状

外観外観 底面底面

発根の様子(定植１週間後) 分解の様子(定植１か月後)

施 肥（肥料の与え方）
●ポットの分解にも窒素肥料が消費されます。そのため、３号ポットの場合、予めポット

用土に1㍑当たり窒素成分120ｍｇの緩効性肥料を混ぜるか、ポットに苗を上げたら、
すぐに窒素成分50mg程度の置き肥をしてください。

●直播き栽培では、早めに十分な液肥を施用してください。

定 植（植え付け方）
●ポットの底から外へ根が伸び始めた頃が定植適期です。

●暑い時期や雨が少ない時期はポットの中が乾燥しやすくなりますので、ポットが完全に
隠れる程度の深植えにしてください。
●植えた後、しばらくは多めにかん水してください。

取扱い上の注意
●堆肥や腐葉土が入った用土や窒素肥料が多い場合、灌水量が多い場合や底面給水で管理
する場合には、ポットが早く分解することがあるので、早めに植え替えてください。

●ポットの表面に白いカビが生えることがありますが、苗には影響ありません。

成 果 の 内 容

開発の背景・ニーズ

愛知県農業への貢献

－環境に優しい花壇作りを易しく解説－－環境に優しい花壇作りを易しく解説－

花き生産・出荷において、年間１６億個程度使用されるポット類は、プラスチックゴミなど

として廃棄され、環境に配慮した農業の推進、ゴミの減量化を推進する上で大きな問題となっ
ています。そのため、分解してプラスチックゴミにならない生分解性素材を用いたポットが注
目されています。

マニュアルの抜粋

【先端技術を活用した農林水産研究高度化事業で実施した成果です】


